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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年２月期第１四半期 5,032 △6.9 172 5.9 290 △25.0 180 △18.9

2023年２月期第１四半期 5,402 7.4 163 26.1 386 21.8 221 24.8

（注）包括利益 2024年２月期第１四半期 459百万円（△52.7％） 2023年２月期第１四半期 971百万円（36.8％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年２月期第１四半期 50.33 －

2023年２月期第１四半期 62.04 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年２月期第１四半期 28,366 24,126 75.8

2023年２月期 28,141 23,756 75.3

（参考）自己資本 2024年２月期第１四半期 21,495百万円 2023年２月期 21,182百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年２月期 － 25.00 － 25.00 50.00

2024年２月期 －

2024年２月期（予想） 25.00 － 25.00 50.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 9,930 △6.2 140 △4.0 270 △55.5 70 △80.1 19.56

通期 22,600 14.4 610 932.3 880 31.0 580 207.4 162.12

１．2024年２月期第１四半期の連結業績（2023年３月１日～2023年５月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年２月期の連結業績予想（2023年３月１日～2024年２月29日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年２月期１Ｑ 4,306,778株 2023年２月期 4,306,778株

②  期末自己株式数 2024年２月期１Ｑ 729,568株 2023年２月期 729,351株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年２月期１Ｑ 3,577,312株 2023年２月期１Ｑ 3,577,711株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、その達成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業

績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等につきましては、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性

的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、ロシアのウクライナ侵攻の影響によるモノやカネの流れの停

滞を起因として各国で物価上昇が進むなか、各国政府による金融引き締め政策による景気の冷え込みが懸念され

ております。また、新型コロナウイルスの感染拡大は落ち着きを見せているものの、変異株への対応は常に懸念

されており、当社グループの受注環境は依然として不透明感が続いております。

わが国経済におきましても、経済活動の正常化や春闘での大幅な賃上げ、緩和的な財政・金融政策などが景気

を下支えし、世界経済が減速する中でも日本経済の緩やかな回復が続くとみられています。その一方で、他国と

異なる金融政策を継続している日本経済においては、為替が円安基調で推移し、エネルギー価格や物価上昇に歯

止めがかからない状況となっております。

当社グループの主要な取引先であります自動車産業界におきましては、半導体不足の影響は緩和されてきてお

り、生産台数の回復が期待されます。

このような状況のもと、当社グループは受注を確保するための販売活動を強化していくとともに、小集団部門採

算制による売上最大、経費最小、時間最短活動を進めております。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は5,032百万円（前年同四半期比6.9％減）、営業利益は

172百万円（前年同四半期比5.9％増）、経常利益は290百万円（前年同四半期比25.0％減）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は180百万円（前年同四半期比18.9％減）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

当地域におきましては、顧客の設備投資が抑制されたことなどにともなう工具需要の減少により、売上高は

2,072百万円（前年同四半期比10.0％減）となりました。

また、北米向けの高付加価値品の販売や経費最小活動などの成果により、セグメント利益は16百万円（前年同

四半期は88百万円のセグメント損失）となりました。

②アジア

当地域におきましては、中国において、従来のガソリン車向けの需要が著しく減少したことなどにより、売上

高は1,378百万円（前年同四半期比13.5％減）となりました。

また、中国以外では業績の改善が進んだものの、中国での需要減が大きく響き、セグメント損失は5百万円（前

年同四半期は103百万円のセグメント利益）となりました。

③北米・中米

当地域におきましては、ハイブリッド車向けの工具需要が拡大し、売上高は801百万円（前年同四半期比17.6％

増）となりました。

また、売上の増加にともない生産性が改善したことなどにより、セグメント利益は98百万円（前年同四半期比

39.5％増）となりました。

④オセアニア

当地域におきましては、主力製品であります断熱材、包装資材の輸入製品との競争などにより、売上高は543百

万円（前年同四半期比17.5％減）となりました。

また、売上高の減少にともない生産性が悪化したことなどにより、セグメント利益は27百万円（前年同四半期

比22.7％減）となりました。

⑤欧州

当地域におきましては、既存顧客の売上が堅調に推移したことなどにより、売上高は235百万円（前年同四半期

比43.9％増）となりました。

また、売上の増加にともなう利益の増加や円安の進展による為替の影響などにより、セグメント利益は26百万

円（前年同四半期比78.6％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産

当第１四半期連結会計期間末における総資産は28,366百万円となり、前連結会計年度末と比較して224百万円増

加いたしました。これは主に、現金及び預金が143百万円減少したものの、有価証券が213百万円、商品及び製品

が116百万円、それぞれ増加したことなどによるものであります。

②負債

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は4,239百万円となり、前連結会計年度末と比較して145百万円

減少いたしました。これは主に、賞与引当金が116百万円増加したものの、短期借入金が139百万円、支払手形及

び買掛金が59百万円、それぞれ減少したことなどによるものであります。

③純資産

当第１四半期連結会計期間末における純資産は24,126百万円となり、前連結会計年度末と比較して370百万円増

加いたしました。これは主に、為替換算調整勘定が130百万円、利益剰余金が90百万円、それぞれ増加したことな

どによるものであります。

この結果、当第１四半期連結会計期間末の自己資本比率は75.8％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年２月期の通期の連結業績予想につきましては、2023年４月12日の「2023年２月期 決算短信」で公表いた

しました予想数値から変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,640,055 8,496,179

受取手形及び売掛金 2,991,801 2,918,779

電子記録債権 1,034,900 993,113

有価証券 542,125 755,838

商品及び製品 1,373,183 1,489,705

仕掛品 746,514 781,120

原材料及び貯蔵品 861,778 793,376

その他 384,269 445,128

貸倒引当金 △15,645 △15,562

流動資産合計 16,558,983 16,657,678

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,896,219 1,877,195

機械装置及び運搬具（純額） 4,113,332 4,062,109

土地 2,036,413 2,044,134

建設仮勘定 71,164 61,905

その他（純額） 195,827 202,588

有形固定資産合計 8,312,957 8,247,933

無形固定資産 613,886 701,028

投資その他の資産

投資有価証券 1,594,581 1,630,663

長期貸付金 5,497 5,346

繰延税金資産 511,814 558,893

退職給付に係る資産 317,625 317,625

その他 251,290 272,313

貸倒引当金 △24,846 △24,846

投資その他の資産合計 2,655,962 2,759,996

固定資産合計 11,582,806 11,708,957

資産合計 28,141,789 28,366,636

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 958,852 899,613

短期借入金 433,903 294,823

１年内返済予定の長期借入金 129,727 219,481

未払法人税等 145,890 143,049

賞与引当金 117,005 233,528

その他 1,505,596 1,286,363

流動負債合計 3,290,976 3,076,859

固定負債

長期借入金 82,517 132,251

役員退職慰労引当金 45,840 46,740

繰延税金負債 128,968 106,989

退職給付に係る負債 480,429 517,212

その他 356,580 359,722

固定負債合計 1,094,336 1,162,916

負債合計 4,385,312 4,239,776

純資産の部

株主資本

資本金 2,882,016 2,882,016

資本剰余金 4,133,694 4,133,694

利益剰余金 13,918,377 14,008,603

自己株式 △1,042,882 △1,043,176

株主資本合計 19,891,205 19,981,138

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 328,745 346,462

為替換算調整勘定 729,615 860,598

退職給付に係る調整累計額 233,111 307,599

その他の包括利益累計額合計 1,291,472 1,514,660

非支配株主持分 2,573,798 2,631,061

純資産合計 23,756,476 24,126,860

負債純資産合計 28,141,789 28,366,636
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日
　至　2022年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年３月１日

　至　2023年５月31日)

売上高 5,402,903 5,032,585

売上原価 4,146,095 3,791,881

売上総利益 1,256,807 1,240,703

販売費及び一般管理費 1,093,725 1,068,075

営業利益 163,082 172,627

営業外収益

受取利息 11,464 29,656

受取配当金 5,735 6,123

持分法による投資利益 14,693 25,194

技術指導料 10,430 12,461

為替差益 157,173 25,305

その他 26,231 19,984

営業外収益合計 225,728 118,724

営業外費用

支払利息 1,142 469

その他 887 616

営業外費用合計 2,030 1,085

経常利益 386,781 290,266

特別利益

固定資産売却益 2,453 2,027

特別利益合計 2,453 2,027

特別損失

固定資産除売却損 322 1,912

減損損失 － 12,600

特別損失合計 322 14,512

税金等調整前四半期純利益 388,911 277,781

法人税、住民税及び事業税 133,173 103,245

法人税等調整額 △9,777 △10,297

法人税等合計 123,396 92,948

四半期純利益 265,515 184,833

非支配株主に帰属する四半期純利益 43,551 4,770

親会社株主に帰属する四半期純利益 221,963 180,062

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日
　至　2022年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年３月１日

　至　2023年５月31日)

四半期純利益 265,515 184,833

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △5,454 17,716

為替換算調整勘定 671,142 187,135

退職給付に係る調整額 36,932 74,541

持分法適用会社に対する持分相当額 3,665 △4,786

その他の包括利益合計 706,286 274,607

四半期包括利益 971,801 459,441

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 769,882 403,250

非支配株主に係る四半期包括利益 201,919 56,191

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下、「時価

算定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針

第27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

前連結会計年度の有価証券報告書に記載した新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積

りの仮定について、重要な変更はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
合計 調整額(注)１

四半期連結損
益計算書計上

額(注)２日本 アジア 北米・中米 オセアニア 欧州

売上高

超硬工具関連

事業
2,003,856 1,594,166 681,042 － 163,734 4,442,800 － 4,442,800

自動車部品関

連事業
73,180 － － － － 73,180 － 73,180

包装資材関連

事業
－ － － 659,571 － 659,571 － 659,571

その他 227,350 － － － － 227,350 － 227,350

顧客との契約

から生じる収

益

2,304,387 1,594,166 681,042 659,571 163,734 5,402,903 － 5,402,903

外部顧客への

売上高
2,304,387 1,594,166 681,042 659,571 163,734 5,402,903 － 5,402,903

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

398,890 166,408 － － 10,742 576,041 △576,041 －

計 2,703,278 1,760,575 681,042 659,571 174,476 5,978,944 △576,041 5,402,903

セグメント利益又

は損失(△)
△88,304 103,355 70,792 36,202 14,912 136,959 26,123 163,082

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年３月１日　至　2022年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　 ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
合計 調整額(注)１

四半期連結損
益計算書計上

額(注)２日本 アジア 北米・中米 オセアニア 欧州

売上高

超硬工具関連

事業
1,904,012 1,378,992 801,117 － 235,654 4,319,777 － 4,319,777

自動車部品関

連事業
48,219 － － － － 48,219 － 48,219

包装資材関連

事業
－ － － 543,854 － 543,854 － 543,854

その他 120,733 － － － － 120,733 － 120,733

顧客との契約

から生じる収

益

2,072,965 1,378,992 801,117 543,854 235,654 5,032,585 － 5,032,585

外部顧客への

売上高
2,072,965 1,378,992 801,117 543,854 235,654 5,032,585 － 5,032,585

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

824,567 186,199 － － 15,880 1,026,647 △1,026,647 －

計 2,897,533 1,565,192 801,117 543,854 251,534 6,059,232 △1,026,647 5,032,585

セグメント利益又

は損失(△)
16,459 △5,810 98,787 27,982 26,636 164,055 8,572 172,627

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年３月１日　至　2023年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　 ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　「日本」セグメントにおいて固定資産の減損損失を12,600千円計上しております。
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